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各部名称 セコニックオー トリーダーについて

● オ ー トリー ダー 38型 は ガイ ドマ ー クに よ る追掛 け
方 式 を採用 して い るために測 定 が非常 に簡 単 な操

作 で 出来 ます。
セ コニ ックオ ー トリー ダー 38型 は反 射 光線 式露 出
メ ー ターで す。反 射光線式 とい うのは被写体 か ら

反 射 して来 る光線 を測 って露 出 を決 め る方 式 で す。

(正 確 に云 えば被写 体 の輝度 を測 定 す るメ ー ター

で す。)
オ ー トリー ダー 38型 は 3段切 換方 式 でマ ルチ フ ィ
ル ターの開閉 に よ り低輝度 と高輝度 が測定 出来 、

その上非 常 に 8音 い場 合 に も測 定 出来 るよ うに オー

トア ンプが ビル トイ ン され てお ります。
オ ー トア ンプは本体 裏 のア ンプお さえバ ネ によ り

簡 単 に引 き出 せ るよ うに な ってお ります か ら、携

"に
は非 常 に便 利 です。

オ ー トリー ダー 38型 は B央画 撮 影 に非常 に便 利 なシ

ネ専用 目盛 や、 ライ トバ リュー シ ヤ ッター付 カメ
ラの ため に ライ トバ リュー 目盛 がつ いて お ります。
その他 シャ ッター 目盛 りは フ ォーカル プ レー ンロ

盛 (倍数 系 列 シ ャ ッター目盛 )と レンズ シャ ッタ
ー 目盛 がつ いて お ります。
フ ィルム感 光度 目盛 は ASAttDINを 拐翻 しており
ます 。ASAも DINも 同 じ盛度記 号 でありASAは 主
と して米 国 、 DINは ヨー ロ ッパ等 で用 い られ て お
ります。
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701定 す る前 に貴方 が カ メ ラに入れ た フ ィルムの感

光度 数値 をお調 べ下 さい。次 に透 明 ダイ ヤル をお

さえ なが らツマ ミ (名 称 No 14)を 廻 して 、ASA窓
(DINを ご使 用 の方 は DIN窓 )に その数値 が真 中
に出 る様 に正 し く合 わせ て下 さい。 フ ィルム感光

度 は フ ィル ム メ ーカ ー (製 造 元 )に よ って種 々異
な ります が、普 通 S級 な らば A S A50、 SS級 な ら
ば ASA100で す。 なお同 じフ ィル ムで も太 陽光 の
時 と人工 光 の時 で は感 光 度 の数値 は変 って参 りま

す か ら、 フ ィル ム に同封 されて い る説明 書 をよ く

ご覧 に な って か ら合 わせ て下 さい。

受 光 gБ を被写 体 に正 しく向 け ます と (向

け方 は個 々の場 合 に つい て後 の頁 で説明

い た します )そ の被写体 の明 る さに応 じ
て指針 が窓 の 中 で振れ ます。

A被写体 が非常 に明 るい場 合 は マルチ フ ィ
ル ター を閉 して測 ります。 その と きはマ

ルチ フ ィル ターの上 の赤 色標 示 が出 ます

か ら透明 ダイ ヤル を廻 して ダイ ヤル中心

の赤 マ ー クに赤 三 角 (CLOSED)を 合 わ
せ ます 8次 に一番 外側 の ギザ ギザのつ い
たダイ ヤル を廻 します と窓 の 中の ガイ ド

マー クが重力きますの で 振れ て .｀ る1旨 i・ の上 に丁

度重 なる様 に い た します。 これ だ すの 操作 で考

望 す る絞 りとシ ャ ッター |シ ネの場合 ,ま 毎し の

駒 数 )の 組合 せ が 自動 的 に得 られ ます ↑ ら、 こ
れ らの組合 せ か ら被 写 イホに応 し■稜 ,と シィ ン

ターの組合 せ をカ メ ラに t´ ｀てれ iま ょ .´ ナ
です。

Bマ ルチフィルターを開 したままで指11こ 派4な
い様な暗い被写体の場合、ホタンを1甲 してマル

チフィルターを開 くと青色標示が見えますから

透明ダイヤルを廻 してダイヤル中′らの赤マーク

に青 三 角 イOPEN)を 合 わせ ます。後 は閉 した
場合 と同様 に外側 のギザギザのつ い たダイ ヤ′し

を廻 して、 ガイ ドマー クを指 1+に 合 わせれば よ

いの で す。

Cマ ルチ フ ィル ター を開 いて も指金十の振れ ない様
な非 常 に B音 い場合 には、 マルチ フ ィル ター を開

け たま まに して裏側 のア ンプお さえバネ を引 き、

ア ンプを取 り出 して ダイ ヤ ル中心 の赤 マー クに

黒 三 角 (AMP)を 合 わせ て か ら前 と同様 な損り定
方 法 で ダイ ャル を操作 して下 さい。

了Tヽ



|ゝ 、

ハ

ライ ■バ リュー シス テムの ,ャ ノタ
ー
`,カ
メ ラをお持 ちの方 は、 この ,

´ |バ ,ュ ー 目盛 で雷 出 4,,lli:tr
下 さい。 :口 :疋 方 法 は苦 IL「 1し こ、
た だ下 め られ たラ イ トパ リ_― |,値
をカメ ラに セ ッ トするだけ で 1.t
しヽ光庄 A SA10()の フ ¬ル

`、

,1■ 1]

[て 』JT t、 ラ イ トバ リュー 1'値 力.

11■ 示 した時 、「うメラの う 11｀ リ
ュー 目盛 の 1,洒 t,11に セ ,卜 t′ て下

=い
。 こ うすれば被 写イ上の 1■ :¶ に よ

って カメ ラのキ交りを F8に すれば、
シ rッ タ ース ピー トは 自ll lに ,11
とな  、 ま t F llに 絞 りこめ (よ シ r
´● ―ス ピー トは 自重加 1に

`m11に

七

,|き
'1ま
す。反 対 に シ■・ ノタース

ピー トの方 を 1.に ヤ ッ トすれ ば、ド
1'は F фOし て F16に な ります。 また
I.、 ヤ'に i著 ■● えれ (ま糸交り |ま 自重力白J(こ

F56に 問 tヽ rき ます。
Eヽ ま二 Fス Fド ジ ャー ●バ リューの
訳で、 ラ イ トハ リュー と同 じ意 味で

あ Jま す。

ア メ リカで は ライ トバ リューの こ と

をニ クスポ ジ ャーバ リュー と 0手んで

お ります。

カ ラー 1鶴 影 に

『

出 ■― ター まt r工 i■ it
t,の で す。モ ′ 1'□ 一二 1白 軍 I Plソ tム は

=|る千『 度
の ラチチ ュー ト 1寛容 EIも ,り ます 力`

カラー ● l t´ _は こォ1● 1桑 め て
`Jな
1、 イ1っ て

,｀ しの i出 F,』 :F足 ■` ●_,rt,美 しぃ色 は再 1見
Lt tは せ ん。 カテー 1露 影 の堤 占の■1定 ■ は これ

とい って'I冒に
つ.,,■ tr● ヵ、 たた フ |ソ 1ム の

「i十庄 4 1L i■ ト リニ 檸 にセ ■ |す るこ とで、
|、 と||[′ ■[J‐ ■、1掃 影 と二 (31し て す が、カ
,一 撮景lσ,場 台は普 通明 る |ヽ 部 分 か露 出の基準
It,り ます .ま た明暗 コ ン トラス トを光源 の調
ハト■ し7の 使用 に よ り、1:4以 内 にす る事 力出
キ 4は 美 しぃ色調 に富 ん́ た写 真 か得 られ ます。
カテー撮 71け さ らに美 しtl色 を再現 するため に

|す “tσ 質ヽ "(色 |」 度 )1,正 し く,1定 t′ なけれ

ま1,1ま せ ん。 これ :は 露 出 メ ー ター と共に色
:捏 度 を|口」るカ ラー メ ー タ ーをイ1用 す るこ とか最
●1里 智自つです =i■ カ ラー撮 景′の場 合、被写 ィ|
IL告 部 分の色 をJJる 必要 が ぁ りますの で、 こσl
イ千な時 セコニ ック標 11反 射拒 をこ待用 :■ ,ま

す とよ t'辛占7● ぇら,1ま ■ .
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4

てその平 1.1値 1,|●1=「 ir ,11■ :|:

=「

上景 e=吉 Fを 早■|十 問 t「.1111 1■ |:|:

反 射 .lFを |=甲 す るの t― ,「 ■|■ です。

板 に つ い て よ15頁 を参照 ti下 =t.|

風景の場合

風景 の よ うに被写体 に近寄 れ ない

場香には、カメラの位置から直接

被写体 、 または 目的 の 中心 に メー

ターの受光部 を向 け ます と、 た だ

漠 然 と向 け たち では空 か らの光、が

受光部 に入 って来 て露 出不 足 とな

ります。そ こでメー ターの受 光 部

を地平線 (隆 と空 の界 や山 や空 の

界 等 )と 自分 の足 も との 中間 に向

けて測 って下 さい。

しか しそ の風景 が広 く展開 した風

景 で あ った り、 また遠 くの 山 々 を

写 す よ うな場合 は前 の よ うに して

得 られ たメー ターの指 示 どお りで

は な く、 その値 を %き りつ め て く

だ さい。 それ は空気 光 の影響 で被

写体 の暗部 が明 る くな り、1被写 体

コ ン トラス トが低 くな るか らです。

も しF22で %∞秒 とダイ ヤル が組 合
わ され た ら‰0×

1/・ =%。0秒 で F22J)

ソ∞秒 とな ります。
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街頭 な とで良 い被写 体 がみ つ 力 り、 ヨ ン ッ /と ば カ リメー ター片手 に被写 イ1目 かけ
`飛
び出 したの で

は 折角の チ ャ ンス も被写 体 に感 ず力 れ、み すみ す見の が して しまい ます。

こん な場合 は撮 影位置 で風景 と同 じ測 り方 を して下 さい。(風景の測 り方 の項 参照 )た だ し切 {り つめ る

必 要ヽ は あ りません。

スナ ップで もビルの谷 間 の様 な場 所 で被写 体 に空 が入 らない と きには、 メ ー ター受 光 部 を被 写 llの 中

心 に直 接向 けて特 に受 光部 を下 に向 け る必要 は あ りません。

スナ ップの よ うに被写 体 に近寄 れ ない時 には代用測定 す るの も一 つの方 法 で す。 その場 合被写 イ本に よ

くllた 色 合 を もつ物イ本にメ ー ター受 光 35を 向 けて月1り その露 出値 を カメ ラにセ ッ トして スチ ップを な

さって も差支 えあ りませ ん。例 えば 自分 の手 の ひ ら等 は スナ ップの時 には非 常 に有用 な4μ宮Jを 果 して

くれ ます が、 出来 れ ば 1票準反 射板 をご使 用 に なれば これ にこ したこ とは あ りませ ん。 し力 L ttin′口J定

をな さる時 には必 ず被写 体 の光 線状 態 と同 じ光線状 態の 1′ Jて 7al定 す・るこ とに注 意 して下 さい。

人物 を海岸や雪景色な ど

の乱反射の多い場所で、

スナ ップ撮影するとき

スナ ップでは い くら人物撮 影

とい え とも近 ず いて損1る こ と

は出来 ませ ん か ら、撮 影位置

か らメー タ ー受光部 を被写 体

に向 けて

'則

ります 。 しか しそ
の際 メー ターで得 られ た露 出

値 の絞 りを一 目盛 開 けて下 さ

ぃ。 これは被 写体 を と り□ん

てい るまわ りの乱反 射 (雪面

や水面 等 の反 射 )か ら必要 以
上 に強 い光 線 が入 って くるの

を補正 す るためで す。
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出 ■| ます。

逆光のもとでの撮影には次の様な写 し方があり、その

写 し方によってはメーターの測 り方も異ってきます。

Ｖ

Ｉ

A 被写体を逆光でシルエ
ットにするとき メーター
受光部をバックの明るい空

などに向けて損1定 し、その

指示通りで撮影 してくださ
い。つまり露出はパックの

明るい光線に合わされたわ

けですから、目的の被写体

は露出不足となるため真黒

なシルエットになります。

B 逆光下で被写体を描写
するとき メーター受光部
を被写体の暗部に近づけて

測定するか、または標準反

射板を被写体と同じような

光線状態にして測定 します。
この際パックの光 (逆光線 )
がメーターに少 しても入ら

ぬように注意 しなければな

りません。

C 逆光下で被写体 もパックも共に描写
したいとき メーター受光部を最初に被
写体暗部に向けて測 り、次にバックの明
るさを測 ります。バックの測 り方は風景
の測 り方と同じ様にメーター受光部を地
平線と自分の足もととの中間に向けて損1

って、その中間値で撮影 して下さい。 し
かし被写体を測 った値とバックを測った

値とのコントラス トが 1:16以 上の時に
は両方の描写は困難です。       11

逆光の場合 の測 り方
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セコニ 1ィ ク標 準順1射 1鷹 につし`■

被写 イ|の

「

111+行 の F‖ 高の |'ビフを簡 中に

7ず るため に (11111 111,41り |け れば便
利 で す。 |■ ■●1111 J I1 11ヽ %の |「 準
無千′色 に重 られて tヽ う で,げ )`1ノ,ら 、 ど
ん な状 むの光線 の 喘 吉 rt,こ の‖キの光線
の 18%よ り F‐ lll lて 千 ませ /し 力 ら、 い つ

で も標 上 の値 、 つ ま (り 平 1′りLノ ■■かイ号ら
れ るわけで すっ明日き色 llの コ ン トラス ト

が あ る場 合 (1よ 簡 単 に中間 の値 か iマ られ

ます。使 い方 は標 上反 rll板 を打:写 イト●面

に正 しく平 行 に立 て、約 lQⅢの出1隔
`反射光線 式 メー ターで測 り、 その仲tt,カ メ

ラに セ ットすれ |よ よぃわ けです。

カ ラー撮 影 の場合 、 カ ラー フ ィル ∠、は白
黒 フ ィルム と根 本 llに Fの 性 質 か異 り、
反 射 率の違 う各 部分 の色 /.・ その ま ま発色

させ るわけ です力 ら、平 均 1′ た値 であ る

標 準反 射板 て nlTし た方 が よい結果 が得
られ ま す。Y230

13



接写の場合の露 出の求 め万

動 絞雌 =      L

フ ィルターを使用

して撮影す るとき

オー トリーダーにはフィルタ

ー倍数日盛がついておりませ

んから、まずメーターによっ

て求めた露出に対 して、フィ

ルターメーカーが指示 してい

る露出倍数を掛けて撮影 して

下さい。

例えばY2.の フィルターで露
出倍数 2倍の時、メー ターオ旨

示が f8～%∞秒の場合には倍
にして‰秒× 2=‰秒で撮影
して下さい。

この露出計はJ:SB 71201こ より較
正 されております。

反射光から露出時間を求める式

丁一釜支1∝■
T=露 出時間 ( 秒 )
A=レ ンズの f値
B=被写体の輝度 (cd/m2)
S=フ ィルムの露出指数
(ASA又 はそれに相当す
る数字 )

K=1.16 露出計 更正常数
平均視野角の種別  B



ゼ ロ 調 整

メー ターの受 光部 に光 が入 らない よ うに完全 に覆 って も、

指針 が 0の位置 か ら多少 ずれ るこ とが あ ります が、 この 場
合 受光面 に光 が少 して も入 らぬ よ う完 全 に覆 って、裏lelの

ゼ ロア ジ ャス トネ ジを小 さい ドライバ ーで静 か に右 、 また

は左 に廻 し、指針 を正 しく 0の 位置 まで もってゆ くよ うに

調整 して下 さい。
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定価¥:6,500

携帯用ケース¥l,500

腱

す ば ら しい ピ ン ト 。大 き な 画 面

● 100V 50～ 60サ イクル
●映写電球 100V500Wラ ンプ直射式光源
●映写 レンズ 8央写 レンスは F14 18%
のワイ ドレンスが付いておりますか ら

4ヽ さな吉B屋 で も大 きな映写面積 が得 ら

れます。

●速度調節  フ ィルムの送 り速度は可変
抵抗器により 100Vで 8コ マ～ 22コ マ
の速度調節 が可能です。

●逆転映写  ス ィッチのtyl換えによって
簡 単に逆転映写 を行 う事が出来 ます。

●バイロ ノ トランプ B央写 1雙イ髪部 (こ バイ
ロ ットランプの差 し込みコンセン トが

付いておりますから、日央写前後の照明

に便利です。

●ヒューズ セコニ ック 8%映写機 には
ヒュースか付 いておりますか ら、電気
による故障 を未然に防 ぎ長 B寺間安心 し

て映写 出来 ます。

● リールは 400フ ィー ト巻 まで可能です。
●巻戻 しリールアームが手 さげハ ン ドル

と兼用 になっております。



●シャ ッターボ タンは本イ本上

部 にあ りますので安定 した

持 ち方 で撮影 を楽 しむ事 が

出来 ます。 シャ ッターボ タ

ンオ黄に レリーズ子しがあ りま

すので、セル フタイマー、

レリーズ等 がイ吏用 出来 ます。

●フ ァイ ンダー内部 にフ ィル

ム送 り確 認装置 を取付 けそ

の指標 (緑色 )に よ り、 フ ィ

ルムの走行状 態が一 日で分

ります。

●本体側面 にシャ ッターロッ

クが付 いてお り、 Lの位置

ではシャ ッターが作動 しな

いよ うになってお ります。
定価 ¥19,000 皮ケース ¥l,ooo

●撮影 レンズは標準 レンズ Fl.9 13mm
広角 レンズFl.99mm望遠 レンズ Fl.9
32mmのセコニック・ リゾナ=3本付で
被写体の条件によって迅速に交換出来

ます。
●シネカメラ用 として完全に連動する優

秀な露出メーターを内蔵 し、簡単な操

作で適正な露出が得 られ、いつも最良
の

'大

態で撮影が出来ます。
●フィンレ去感光度 (よ A S A10,16,32,40
の 4種 でカラーフィルム、白黒フィノL
ムいずれにも露出運動 します。
●コマ数は、 1,12,16,2,32コ マの
5段階で露出完全運動機 として最高の
1生能を有 しております。
●スカイライ ト、ND,コ ンパージョン
3枚のフィルターを内蔵 し、フィルタ
ー切換レバーによって簡単に操作出来

ます。
●スカイライ トフィルタ‐  B青天の遠
景撮影とか被写体が青空光によって照
らされている場合に使用 しますと、紫

外線を吸収することになり、フィルム

上に正 しく再現 されます。またスカイ

ライ トフィルターはレンズ保護の役 目
にもイ史用 して差 しつかえありません。
●NDフ ィルター (ニ ュー トラル・ デン
シティーフィルター)  NDフ ィル
ターは露出がどうしても過度になると

きとか、大絞 りのま )撮影 して焦点深
度を利用 したいときに用います。エル
マティックのNDフ ィルタニは 4倍 に
なっております。
●コンバージョンフイルター  コンバ
ージョンフィルターは色温度変換フィ
ルターでエルマティックには人工光用
カラーフィルムを昼光撮影する場合に

使用するフィルターを内蔵 しておりま

す。
●巻 き上げハン ドルはラチェット式で迅
速に巻 き上げることが出来ます。
●スプリングモーターは 1回の巻 き上げ
で約 9フ ィー ト連続撮影が可能ですか
ら、約 3回の巻 き上げであフィー トを
撮影完了します。
0フ ァインダーは見易 くなっており、パ
ララックスの点は充分に考慮 してあり
ます。


